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ソラマメ　英名：Broad bean　分類：マメ科ソラマメ属に属する野菜
　学名：Vicia faba L.

・原産地：地中海、西南アジアと推測される。
・温度適応性：やや冷涼な気候を好む。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 25℃。10℃以下と 35℃以上では発芽率が著しく低下する。
・生育適温：16 ～ 20℃が生育適温で、耐暑性は弱く、25℃以上では生育・着莢ともに劣る。
幼苗期の耐寒性は強いが、春先に分枝が伸長を始めると、軽い霜でも低温障害を受ける。
・光適応性：比較的強い光を好み、十分な日照が必要である。
・�土壌適応性：多くの水分を必要とし、乾燥に弱いため、排水性がよく作土の深い肥沃な埴
壌土で最も良好な生育を示す。圃場が滞水すると湿害を受けやすいので、排水に注意する。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（pH6.0 ～ 6.5）。
・花芽分化と抽苔：種子春化型（シードプラントバーナリゼーション）
発芽直後から低温に感応し、花芽分化が起こり、分化後はやや高温で抽苔が促進される。
ソラマメは、一定の低温にあわないと花芽分化しないので、夏まき栽培では低温処理を行う。
処理方法は、箱まきして 5㎜位発根させた苗を、ポリ袋に入れ、3℃で 25 ～ 30 日間冷蔵し、
低温処理を行い、その後植え付けをする。

・作型別栽培方法
（１）�秋まき栽培：ソラマメの基本となる作型。東北以南の越冬可能な地域で成立する。冬期

の低温で花芽分化し、春の適温期に開花・着莢する。10～ 11月に播種し、5月中旬～
6月上旬に収穫する作型。

（２）�春まき栽培：越冬の困難な冷涼地において、春まき、夏どりの作型が成立する。幼苗期
に低温に感応して花芽分化し、初夏に開花・着莢・収穫に至る。

（３）�夏まき栽培：関西以西の冬期温暖な地域での作型。低温処理した催芽種子を 9月上旬播
種、11月上中旬にビニルを被覆し 11月下旬〜 3月上旬に収穫する。年平均気温が 18℃
以上の無霜地帯においては、露地栽培も可能である。


